










指導事項 指導内容 具体的な指導内容

知識及び技能
（３） オ

日常的に読書に親しみ、読書が、自分の
考えを広げることに役立つことに気づく
こと。

伝記の特徴を理解し、読書が、自分の考えを広げることに役立つ
ことに気づく。

「構造と内容の把
握」 イ 登場人物の相互関係や心情などについて、

描写を基に捉えること。
「やなせたかし」がどんな人生を歩んだのか、出来事やそのとき
の思いを整理して捉える。（人生年表の作成）

「精査・解釈」 エ
人物像や物語などの全体像を具体的に想
像したり、表現の効果を考えたりするこ
と。

複数の叙述を結びつけ、それらをもとに生き方や考え方などを総
合的に判断し、その人物像（筆者が伝えようとしたやなせたかし
の人物像）を思い描く。
（人生年表、付箋を活用した人物像追究）

「考えの形成」 オ 文章を読んで理解したことに基づいて、
自分の考えをまとめること。

伝記を読んで自分の心に響いた言葉や生き方などをまとめる。
（紹介カードをつくる）

「共有」 カ 文章を読んでまとめた意味や感想を共有
し、自分の考えを広げること。

自分が興味をもった伝記を読み、自分の生き方について考えたこ
とを伝え合う。（紹介カードの交流）

言語活動例 イ
詩や物語、伝記などを読み、内容を説明
したり、自分の生き方などについて考え
たことを伝え合ったりする活動。

学校図書館、市立図書館と連携して様々な「伝記」を取り寄せ、
並行的に読書活動の充実を図る。伝記を通して自分の生き方など
について考えたことを伝え合う。
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